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70億5,888万2千円 115億4,538万7千円を可決総額

平成26年度　一般会計補正予算

定例議会
報告

平成27年

３月
1,288万7千円を追加

　３月定例会は、３月11日から20日までの10日間の会期で開催されました。
　町長の施政方針演説、26年度の補正予算、27年度当初予算、条例など40議案が
提出され、一般会計当初予算については、一部修正があったもののそれぞれ、賛成
多数で可決されました。
　なお、一般会計予算の一部修正は、学校統合事業費関係予算1億6,945万2千円
を減額する内容となっております。
　また、議員提案による議会改革調査特別委員会設置について可決され、27年度
に議会基本条例の制定に向けて調査検討されることになりました。
　陳情等については、７件について審査され、２件採択、２件配布、３件継続審査
となりました。

特別会計補正予算

平成27年度

平成27年度　各会計当初予算の状況

会　計　名 追加・減額 歳入歳出予算総額

国民健康保険事業会計 1,018万7千円追加 16億5,461万8千円

介護保険事業会計 1億444万5千円減額 15億9,217万3千円

特別養護老人ホーム事業会計 1,408万9千円減額 4億9,556万4千円

簡易水道事業会計 290万円減額 7,246万2千円

下水道事業会計 310万円減額 9,260万5千円

特定地域生活排水処理事業会計 2,435万円減額 7,716万1千円

後期高齢者医療事業会計 360万3千円減額 1億4,321万8千円

和水町病院事業会計（収益的収入及び支出） 2,534万3千円減額 9億7,178万円

予算総額

会 計 名
当初予算額

増減額
前年度
対比平成27年度 平成26年度

一般会計 62億7,568万円 59億8,718万5千円 2億8,849万5千円 104.8％

国民健康保険事業会計 17億9,854万3千円 16億4,086万7千円 1億5,767万6千円 109.6％

介護保険事業会計 16億149万3千円 16億3,400万3千円 △3,251万円 98.0％

特別養護老人ホーム事業会計 4億7,535万4千円 4億8,014万3千円 △478万9千円 99.0％

簡易水道事業会計 7,818万5千円 7,209万5千円 609万円 108.4％

下水道事業会計 9,326万2千円 9,529万5千円 △203万3千円 97.9％

特定地域生活排水処理事業会計 8,975万2千円 1億151万1千円 △1,175万9千円 88.4％

春富財産区特別会計 28万1千円 28万1千円 0千円 100.0％

後期高齢者医療事業会計 1億4,566万3千円 1億4,778万9千円 △212万6千円 98.6％

和水町病院事業会計
（収益的収入及び支出）

9億8,717万4千円 9億6,796万7千円 1,920万7千円 102.0％

合　　計 115億4,538万7千円 111億2,713万6千円 4億1,825万1千円 103.8％

　補正予算の主な内容は、３月ということもあり平成26年度の事業の実績見込み等による不用額減額及び

国の新たな施策としての地方創生事業等に係る追加増額。不用額を減額してなお1,288万7千円の追加補正

となった。

　歳出において増額となった主な事業は次のとおりであり、いずれも平成27年度への繰越事業である。

歳出予算の事項別明細 内　　　　容 金額

地方版総合戦略策定委託料
地方創生事業に取り組む場合に必須のものであ
り、今回の予算では本町の基礎的事項の調査・
分析等を行う。

888万8千円

小さな拠点形成事業負担金 公共交通網形成計画策定費用 1,047万4千円

緑の産業再生プロジェクト促進事
業補助金

地域の木材の利用拡大を図るため民間事業者に
対して、国・県から交付される支援補助金

1億7,710万円

プレミアム商品券発行事業補助金
地域消費の拡大を図るためのプレミアム商品券
発行事業に係る経費

2,871万円
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議案番号 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果
議案第 5 号 和水町行政手続条例の一部改正について 原案可決
議案第 6 号 和水町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 〃
議案第 7 号 和水町報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 〃
議案第 8 号 和水町地域包括支援センターの運営及び職員の基準を定める条例の制定について 〃

議案第 9 号
和水町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等
に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制
定について

〃

議案第10号 和水町介護保険条例の一部改正について 〃
議案第11号 和水町ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部改正について 〃
議案第12号 和水町下水道条例の一部改正について 〃
議案第13号 和水町手数料条例の一部改正について 〃
議案第14号 和水町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について 〃
議案第15号 和水町教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の廃止について 〃

議案第16号 和水町教育長の勤務時間、休日、休暇及び職務専念義務の特例に関する条例
の制定について 〃

議案第17号 和水町立学校設置条例の一部を改正する条例の一部改正について 〃
議案第18号 平成27年度和水町一般会計予算 修正案可決
議案第19号 平成27年度和水町国民健康保険事業会計予算 原案可決
議案第20号 平成27年度和水町介護保険事業会計予算 〃
議案第21号 平成27年度和水町特別養護老人ホーム事業会計予算 〃
議案第22号 平成27年度和水町簡易水道事業会計予算 〃
議案第23号 平成27年度和水町下水道事業会計予算 〃
議案第24号 平成27年度和水町特定地域生活排水処理事業会計予算 〃
議案第25号 平成27年度和水町春富財産区特別会計予算 〃
議案第26号 平成27年度和水町後期高齢者医療事業会計予算 〃
議案第27号 平成27年度国民健康保険和水町立病院事業会計予算 〃
議案第28号 平成26年度和水町一般会計補正予算（第10号） 〃
議案第29号 平成26年度和水町国民健康保険事業会計補正予算（第2号） 〃
議案第30号 平成26年度和水町介護保険事業会計補正予算（第2号） 〃
議案第31号 平成26年度和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第4号） 〃
議案第32号 平成26年度和水町簡易水道事業会計補正予算（第3号） 〃
議案第33号 平成26年度和水町下水道事業会計補正予算（第2号） 〃
議案第34号 平成26年度和水町特定地域生活排水処理事業会計補正予算（第1号） 〃
議案第35号 平成26年度和水町後期高齢者医療事業会計補正予算（第2号） 〃
議案第36号 平成26年度国民健康保険和水町立病院事業会計補正予算（第3号） 〃
議案第37号 指定管理者の指定について 〃
議案第38号 指定管理者の指定について 〃
同意第 3 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案同意
同意第 4 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 〃
同意第 5 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 〃
同意第 6 号 教育委員会委員の任命について 〃

条 例：13件
当初予算：10件
補正予算： 9件
そ の 他： 6件

計 38件

３ 月 議 会 議 案 審 議
採 決 結 果

町長提出議案一覧

議案番号 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果

発議第 1 号 和水町議会委員会条例の一部改正について 原案可決

発議第 2 号 和水町議会改革調査特別委員会の設置について 〃

町長の辞職勧告決議書 〃

陳情書　国宝江田船山古墳資料館の新設等について 採　択

保育料の減免に関する請願 〃

閉会中の継続審査について（総務文教常任委員会） 原案決定

閉会中の継続審査について（厚生常任委員会） 〃

閉会中の継続調査について（各委員会） 〃

閉会中の議員派遣について 〃

条 例： 1件
そ の 他： 8件

計 9件議員提出議案一覧

【継続審査分】

【継続審査分】

陳 情 等 の 審 査 結 果

受付番号 受付年月日 件　　　　　　　名 審査結果 付託委員会

480 平成27年
3月2日 合併特例債の適用期間の再延長を求めることについて（お願い） 継続審査 総務文教 

常任委員会

503 平成27年
3月12日 菊水校区4小学校の統合促進について 配布

511 平成27年
3月16日 菊水区域の学校建設に関する要望書 配布

受付番号 受付年月日 件　　　　　　　名 審査結果 付託委員会

193 平成26年
8月6日 陳情書　国宝江田船山古墳資料館の新設等について 採　択 総務文教

常任委員会

346 平成26年
11月18日

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員を求める
陳情書 継続審査 厚生

常任委員会

347 平成26年
11月18日 介護従事者の処遇改善を求める陳情書 〃 厚生

常任委員会

353 平成26年
11月27日 保育料の減免に関する請願 採　択 厚生

常任委員会

こうなりました！皆さんからの請願・陳情
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予 算 審 査 ・ 各 常 任 委 員 会 報 告
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０
０
円
と
４
０
０
円

の
引
き
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。

　

介
護
保
険
料
を
抑
制
す
る
た

め
、
介
護
予
防
に
力
を
入
れ
て

い
る
。

和
水
町
立
病
院
事
業
会
計

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予

定
額
は
、
９
億
８
，
７
１
７
万
円

で
対
前
年
比
１
，
９
２
０
万
円

で
２
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

和
水
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
会
計

　

サ
ー
ビ
ス
収
入
は
４
億
４
，

９
８
８
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
会
計
か
ら
繰
入
金
２
，

０
９
０
万
と
な
っ
て
い
る
。

　

3
月
定
例
議
会
最
終
日

（
20
日
）
に
、
議
員
発
議
に
よ

る
『
和
水
町
議
会
改
革
調
査

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い

て
』
の
議
案
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
組
織
の
設
置
目
的
は
、

地
方
分
権
が
進
む
中
に
あ
っ

て
、
町
民
の
負
託
に
応
え
る

た
め
、
よ
り
町
民
に
開
か
れ

た
議
会
が
求
め
ら
れ
る
と
と

も
に
、
議
会
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、

議
会
に
お
い
て
、
議
会
基
本

条
例
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、

議
会
の
組
織
や
運
営
、
議
会

活
動
等
に
つ
い
て
調
査
検
討

し
、「
町
民
に
見
え
る
議
会
・

町
民
に
開
か
れ
た
議
会
・
町

民
に
参
加
で
き
る
議
会
」
を

目
指
し
て
、
議
会
改
革
と
議

会
活
性
化
に
資
す
る
た
め
結

成
し
た
も
の
で
す
。

　

委
員
構
成
は
、
全
議
員
14

人
で
構
成
。

　

調
査
期
間
は
本
年
を
議
会

改
革
元
年
と
し
、
来
年
３
月

迄
に
は
終
了
予
定
で
す
。

　

な
お
、
特
別
委
員
会
委
員

長
に
荒
木
副
議
長
が
、
副
委

員
長
に
小
山
議
会
運
営
委
員

長
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

議
会
運
営
委
員
長
　
小
　
山
　
　
曉

『
議
会
改
革
調
査

特
別
委
員
会
』
を
設
置
！

介護予防教室の様子



Nagomi vol.34 Nagomi vol.349 8

公　債　費

平成２7年度 特 別 会 計 予 算
総　額：　52億6,970万7千円 総　額：　62億7,568万円

自 主 財 源 11億6,332万4千円

7億9,750万2千円

33億7,000万円

6億1,552万円

4億3,586万8千円

12.7%

53.7%

9.8%

6.9%

70万1千円

4億9,369万7千円

2億2,150万2千円

3億4,089万円

0.01%

7.9%

3.5%

5.4%

平成27年度 一 般 会 計 　 予 算歳入
歳出

依 存 財 源 51億1,235万6千円

（借金）

（単位：千円）
歳 出 予 算

歳 入 予 算

議 会 費 総 務 費 民 生 費 衛 生 費

農林水産業費 商 工 費 土 木 費 消 防 費

教 育 費 災 害 復 旧 費 公 債 費

1億296万2千円
（1.7%）

8億2,209万円
（13.1%）

17億6,497万1千円
（28.1%）

5億9,843万4千円
（9.5%）

3億2,703万5千円
（5.2%）

1億713万4千円
（1.7%）

7億3,514万2千円
（11.7%）

2億2,939万8千円
（3.7%）

5億8,200万1千円
（9.3%）

9億8,386万3千円
（15.7%）

1,500万円

（0.2%）

予 備 費

765万円
（0.1%）

国 民 健 康 保 険

17億9,854万3千円

介 護 保 険

16億149万3千円

特別養護老人ホーム

4億7,535万4千円

特定地域生活排水処理事業

8,975万2千円

後期高齢者医療事業

1億4,566万3千円

簡 易 水 道 事 業

7,818万5千円

下 水 道 事 業

9,326万2千円

和 水 町 病 院 事 業

9億8,717万4千円

春 富 財 産 区

28万1千円

限 ら れ た 予 算 で 最 大 限 の 効 果 を ！

※
自
主
財
源
と
は

地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に

収
入
で
き
る
財
源
。地
方
税
、

分
担
金
及
び
負
担
金
、使
用

料
、手
数
料
、財
産
収
入
、寄

付
金
、繰
入
金
、繰
越
金
、諸

収
入
。

依
存
財
源
と
は

国
や
県
の
意
思
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ
た
り

割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
収

入
。地
方
交
付
税
、国
庫
・
県

支
出
金
、地
方
譲
与
税
、地
方

債
等
。



地
方
総
合
戦
略
で
、
人
口
減
少
を

克
服
す
る
た
め
の
対
策
は
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ま
れ
る
計
画
か
。

答
（
町
長
）
地
方
移
住
希
望
者
へ
の

支
援
等
、
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、

地
域
産
業
基
盤
の
強
化
と
地
方
に
お
け

る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
し
、
結
婚
、

出
産
、
子
育
て
等
の
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
す
る
。
中
山
間
地
域
で
の
小
さ
な

拠
点
に
お
け
る
生
活
サ
ー
ビ
ス
支
援
等
、

時
代
に
あ
っ
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
。

問
人
口
減
少
に
よ
る
消
費
経
済
力
の

低
下
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

答
（
町
長
）
和
水
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
振
興
策
と
商
工
会
と
連
携
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
、
町
の
経
済
力
低

下
を
抑
制
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
う
。

問
若
者
の
人
材
育
成
及
び
雇
用
対
策

に
つ
い
て
は
。

（
町
長
）
県
内
の
大
学
等
と
交
流

連
携
を
通
じ
、
人
材
の
育
成
と
共
に
、

地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
よ
う
な
事
業

者
の
誘
致
を
図
っ
て
い
く
。

問
道
の
駅
周
辺
を
活
用
し
て
地
域
拠

点
構
想
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
（
町
長
）
道
の
駅
き
く
す
い
の
拠

点
機
能
の
強
化
や
周
辺
の
船
山
古
墳
、

肥
後
民
家
村
、
菊
水
ロ
マ
ン
館
、
カ
ヌ

ー
館
を
含
め
た
活
性
化
を
検
討
し
て
い

く
。

問
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い
て
、

長
期
休
暇
中
の
考
え
は
。

答
（
教
育
長
）
平
成
19
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
を
生
か

し
、
今
後
も
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ

ン
事
業
に
向
け
て
、
各
園
、
健
康
福
祉

課
と
連
携
し
な
が
ら
前
向
き
に
検
討
し

て
い
く
。

菊
水
区
域
小
中
学
校
の
長
寿
命
化

改
修
に
つ
い
て
Ａ
案
と
Ｂ
案
が
全
員
協

議
会
で
説
明
さ
れ
、
Ａ
案
は
建
築
工
事

費
が
約
９
億
８
千
万
円
、
Ｂ
案
が
18
億

７
千
万
円
に
な
っ
て
い
る
。
国
の
借
金

が
１
千
兆
円
に
膨
ら
ん
で
き
て
お
り
、

な
る
べ
く
予
算
は
削
る
の
が
、
長
寿
命

化
の
国
の
政
策
で
あ
る
。
長
寿
命
化
で

安
く
し
て
町
民
の
負
担
を
減
ら
し
、
町

民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
予
算
に
ま
わ
す

こ
と
が
今
一
番
大
事
だ
。

答
（
町
長
）
町
民
の
暮
ら
し
に
ひ
び

か
な
い
よ
う
に
、
か
つ
安
心
安
全
な
子

ど
も
た
ち
の
施
設
を
提
供
し
た
い
。
可

能
な
限
り
費
用
の
軽
減
に
努
め
て
い
き

た
い
。

平
成
27
年
度
か
ら
介
護
保
険
は
要

支
援
１
と
２
の
給
付
が
カ
ッ
ト
さ
れ
福

祉
切
り
捨
て
の
方
向
に
あ
る
。
厚
生
労

働
省
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
の
中
で
要
支

援
１
と
２
の
人
に
対
し
て
予
防
介
護
に

努
め
、
住
民
相
互
の
助
け
合
い
に
積
極

的
に
参
加
し
、
よ
り
重
度
の
高
齢
者
を

助
け
る
支
え
手
に
な
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
町
と
し
て
ど
う
す
る
の
か
。

答
（
健
康
福
祉
課
長
）
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
状
態
を
確
認
し

な
が
ら
要
介
護
認
定
調
査
を
省
略
し
て
、

今
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
は
地
域
支
援
事
業
で
対
応
し

て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
お
金
の
使
い
道

を
指
定
で
き
る
。
和
水
町
は
５
つ
の
事

業
の
中
か
ら
選
べ
る
が
提
案
と
し
て
、

例
え
ば
〝
新
入
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル
購
入

費
補
助
金
に
使
い
ま
す
〟
そ
こ
に
目
標

金
額
を
提
示
し
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
寄
附

金
の
集
計
額
が
、
Ｈ
Ｐ
上
で
わ
か
る
よ

う
に
し
て
は
。
ま
た
、〝
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
を
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
資
金

に
使
い
ま
す
〟
そ
し
て
、
実
際
の
活
動

を
動
画
で
見
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
町

の
Ｐ
Ｒ
、
そ
の
方
々
の
や
り
が
い
と
か

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
る
と
思
う
。

つ
い
応
援
し
た
く
な
る
よ
う
な
選
択
メ

ニ
ュ
ー
に
変
え
て
み
て
は
。

（
町
長
）
可
能
な
限
り
今
度
の
バ

ー
チ
ャ
ル
シ
ス
テ
ム
等
に
も
取
り
込
め

る
も
の
で
あ
れ
ば
取
り
込
み
た
い
。

問
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
の
導
入
の
考
え

は
。

答
（
町
長
）
担
当
課
に
検
討
さ
せ
た

い
。

問
公
立
（
町
営
）
の
学
習
塾
を
開
設

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
（
町
長
）
や
り
た
い
な
と
い
う
思

い
は
あ
る
。

答
（
教
育
長
）
保
護
者
の
方
々
の
ご

意
見
や
子
ど
も
た
ち
の
学
力
の
状
況
や

先
生
方
と
検
討
を
し
て
い
く
。
仮
設
校

舎
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

そ
の
あ
た
り
の
授
業
は
出
来
る
の
で
は

な
い
か
。

限
界
集
落
が
増
え
つ
つ
あ
る
和
水

町
で
、
環
境
美
化
や
集
落
活
性
化
の
為

の
活
動
が
ま
ま
な
ら
な
い
の
が
現
実
と

思
え
る
。
そ
こ
で
集
落
交
付
金
の
創
設

を
制
定
し
た
ら
ど
う
か
伺
う
。

答
（
町
長
）
地
方
創
生
イ
コ
ー
ル
地

域
住
民
の
意
識
の
啓
発
に
よ
り
行
動
を

期
待
し
本
気
で
取
り
組
む
。

問
農
業
振
興
に
つ
い
て
、
少
子
高
齢

化
に
伴
い
農
業
の
衰
退
も
加
速
し
て
い

る
中
で
、
新
規
就
農
者
を
育
て
る
た
め

に
は
、
ど
の
様
な
施
策
を
成
さ
れ
る
の

か
伺
う
。

答
（
町
長
）
J
A
、
県
か
ら
の
情
報

提
供
や
指
導
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

菊
水
ロ
マ
ン
館
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
、
温
泉
施
設
と
の
副
業
施
設
で
あ

る
が
、
今
後
の
事
業
展
開
に
如
何
に
取

り
組
む
の
か
伺
う
。

答
（
町
長
）
株
式
会
社
ロ
マ
ン
館
か

ら
経
営
改
善
計
画
書
が
提
出
さ
れ
て
お

り
、
地
方
創
生
と
絡
め
道
の
駅
を
含
め

改
善
改
革
を
進
め
て
い
く
。

問
ロ
マ
ン
館
の
温
泉
部
分
を
図
書
館
、

資
料
館
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
ら
ど
う
か
。

答
（
町
長
）
貴
重
な
ご
提
言
と
し
て

承
ら
せ
て
頂
く
。

答 答
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政
府
は
、や
る
気
あ
る
自
治
体
に

新
た
な
支
援
策
を
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
目
標
件
数
は
。

長
寿
命
化
改
修
で
町
民
の
負
担
を
減
ら
し
、町
民
の
暮
ら
し
を

支
え
る
予
算
に
ま
わ
す
こ
と
が
今
一
番
大
事
だ
。

限
界
集
落
が
ふ
え
つ
つ
あ
る
和
水
町
に

集
落
活
性
化
交
付
金
の
創
設
制
定
を
。

実
現
可
能
な
計
画
を
目
指
す
。

目
標
設
定
は
し
て
い
な
い
。

可
能
な
限
り
費
用
の
軽
減
に

努
め
て
い
き
た
い
。

集
落
交
付
金
の
創
設
は
、

貴
重
な
提
案
と
受
け
止
め
る
。

松村　慶次議員

笹渕　賢吾議員豊後　　力議員

生山　敬之議員
町長企画課長

町長町長

問

問

問

問

問

問



い
ま
だ
に
す
っ
き
り
し
た
か
た
ち

が
見
い
出
せ
な
い
学
校
統
合
事
業
は
霧

の
中
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
議
会
に

対
し
て
す
べ
て
の
情
報
を
提
供
す
べ
き

で
あ
る
。

答
（
町
長
）
菊
水
区
域
学
校
施
設
改

善
等
整
備
計
画
、
長
寿
命
化
改
修
策
定

業
務
は
委
託
し
た
事
業
者
か
ら
計
画
案

が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
は
複

式
学
級
の
早
期
解
消
と
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
第
一
に
考
え
、
そ
し
て
教
職
員

や
保
護
者
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
は
今
後
の
財
政
的
な
面
も
考
慮

し
て
い
わ
ゆ
る
Ｂ
案
が
ベ
タ
ー
で
あ
る

と
考
え
た
。
こ
れ
は
私
の
判
断
に
よ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
・
県
を
あ
げ
て
の
地
方
自
治
体

の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
創
生
事

業
と
な
っ
て
い
る
。
取
組
姿
勢
を
伺
い

た
い
。

答
（
町
長
）
判
断
し
、
執
行
す
る
機

関
と
い
う
の
が
ど
う
し
て
も
必
要
と
な

り
、
希
望
あ
ふ
れ
・
人
と
地
域
が
輝
く

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
づ
く
り
本

部
を
立
ち
上
げ
た
。
今
後
民
間
人
も
加

え
、
よ
り
充
実
し
た
本
部
と
し
た
い
。

い
ま
だ
専
任
部
署
、
専
任
者
を
置
く
に

至
っ
て
い
な
い
。
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

を
中
心
に
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

菊
水
地
区
校
舎
改
修
事
業
Ａ
案
Ｂ

案
が
提
示
さ
れ
た
が
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
町
長
）
建
設
費
は
概
算
で
あ
る
。

承
認
を
得
て
設
計
が
完
了
す
れ
ば
28
年

度
に
工
事
に
着
手
す
る
計
画
で
あ
る
。

問
学
校
統
合
に
関
し
教
育
委
員
会
の

考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
教
育
長
）
平
成
19
年
の
学
校
規

模
等
適
正
化
審
議
会
答
申
に
従
い
複
式

学
級
解
消
と
小
中
一
貫
教
育
を
導
入
す

る
視
点
で
２
回
の
会
議
を
開
催
し
協
議

確
認
し
た
。

１
月
26
日
の
全
協
で
Ｃ
案
が
あ
る

事
を
認
め
る
も
裁
量
権
を
楯
に
公
表
を

固
辞
さ
れ
た
事
は
、
町
民
の
知
る
権
利

を
奪
う
事
で
は
な
い
の
か
。

答
（
町
長
）
Ａ
案
Ｂ
案
で
検
討
願
い

た
い
と
の
思
い
で
、
Ｃ
案
の
提
示
は
し

な
い
と
判
断
し
た
。

問
町
長
が
公
約
さ
れ
て
い
る
事
と
、

今
進
め
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
事
は
整
合

性
が
な
い
の
で
は
、
ま
た
、
先
の
住
民

説
明
会
は
町
民
の
支
持
さ
れ
た
と
は
言

え
な
い
、
よ
っ
て
町
長
自
ら
辞
し
て
町

民
の
信
を
問
う
の
も
方
法
の
一
つ
で
な

い
か
。

答
（
町
長
）
不
遜
な
気
持
ち
で
は
な

い
事
を
前
置
き
し
て
、
意
見
と
し
て
し

っ
か
り
承
る
。

学
校
統
合
改
修
計
画
は
、
A
案
、

B
案
、
そ
の
他
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
案
で
計
画
す
る
の
か
。

答
（
町
長
）
B
案
で
進
め
て
い
き
た

い
。

問
安
全
、
安
心
が
保
た
れ
る
の
か
。

ま
た
、
予
算
の
21
億
円
を
オ
ー
バ
ー
す

る
の
で
は
な
い
か
。

答
（
教
育
長
）
推
進
室
で
の
い
ろ
い

ろ
な
調
査
を
し
て
安
全
、
安
心
で
き
る

と
判
断
し
た
。
ま
た
、
で
き
る
限
り
予

算
の
削
減
に
努
め
る
。

県
道
玉
名
八
女
線
の
元
春
富
小
学

校
か
ら
中
和
仁
の
区
間
６
０
０
m
を
、

今
後
ど
う
推
進
し
て
い
く
の
か
。

答
（
町
長
）
議
会
と
同
行
し
て
危
険

な
道
路
と
し
て
県
に
対
し
て
強
く
改
修

を
要
望
し
て
い
く
。

町
長
と
し
て
の
公
約
に
つ
い
て
、

町
長
は
公
約
の
定
義
を
ど
の
様
に
認
識

し
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）
町
民
の
皆
様
と
の
約
束

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問
学
校
建
設
予
算
と
し
て
、A
案
11

億
6
千
万
円
、B
案
21
億
円
と
C
案
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
な
ぜ
出
さ
な
い
の
か
。

答
（
町
長
）
A
案
、
B
案
を
導
く
た

め
の
基
礎
資
料
と
考
え
て
い
る
。

問
町
長
は
5
億
円
で
建
設
は
で
き
る

と
言
っ
て
い
た
が
、
21
億
円
の
予
算
に

な
る
と
、
先
の
番
城
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
時

3
億
6
千
万
円
オ
ー
バ
ー
と
大
き
な
開

き
が
あ
る
。

　

公
約
は
守
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。あ
ば
か
ん
家
、企
業
誘
致
（
番

城
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
）
公
約
違
反
で
あ
る
。

答
（
町
長
）
見
込
み
ど
お
り
に
な
ら

な
い
こ
と
は
お
詫
び
す
る
。　

教
育
方
針
に
つ
い
て

問
小
中
一
貫
校
の
考
え
に
つ
い
て
と
、

教
育
の
真
髄
は
米
百
俵
の
故
事
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答
（
教
育
長
）
小
中
一
貫
校
と
い
う

の
は
、
小
学
校
６
年
と
中
学
校
３
年
を

一
体
化
し
て
小
中
９
カ
年
で
進
め
る
体

制
で
あ
る
。

答
（
町
長
）
米
百
俵
の
故
事
は
、
財

政
窮
之
に
あ
え
ぐ
長
岡
藩
に
米
百
俵
が

届
け
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
藩
内
に
ば
ら

ま
か
ず
藩
校
の
設
立
に
使
っ
た
結
果
、

多
く
の
人
材
を
輩
出
し
た
と
い
う
故
事

と
受
け
止
め
て
い
る
。
垂
範
す
べ
き
事

例
と
し
て
承
る
。
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県道玉名八女線（和仁）

い
ま
だ
に
す
っ
き
り
し
た
か
た
ち
が

見
い
出
せ
な
い
学
校
統
廃
合
事
業
に
つ
い
て
。

菊
水
地
区
の
学
校
統
合
は
ど
う
進
め
る
か
。

ま
た
、旧
町
間
の
道
路
問
題
は
。

検
討
資
料
、「
非
公
開
」は
町
民
の

知
る
権
利
を
奪
う
事
に
な
る
。

学
校
建
設
予
算
公
約
５
億
円
が

21
億
円
は
公
約
違
反
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
Ｂ
案（
21
億
円
余
）が

ベ
タ
ー
で
あ
る
と
考
え
る
。

長
寿
命
化
改
修
を
行
い
29
年
開
校
に
努
力
す
る
。道
路

財
政
厳
し
い
中
、優
先
順
位
を
示
し
要
望
し
て
い
く
。

Ａ
案
、Ｂ
案
で
検
討
す
る
思
い
で
、

Ｃ
案
は
提
示
し
な
い
と
判
断
し
た
。

見
込
み
ど
お
り
に
な
ら
な
い
こ
と
は

お
詫
び
す
る
。

森　潤一郎議員庄山　忠文議員

髙巢　泰葊議員杉村　幸敏議員

町長町長

町長 町長

問

問

問

問

問

問

問



最
近
、
各
家
庭
の
経
済
格
差
、
教

育
格
差
と
い
う
負
の
連
鎖
を
想
う
言
葉

を
よ
く
聞
く
が
、
子
ど
も
一
人
が
高
校

に
入
り
、
大
学
を
卒
業
す
る
ま
で
に
必

要
な
教
育
費
は
平
均
８
７
９
万
４
千
円
、

寡
婦
家
庭
の
平
均
年
収
は
、
母
子
家
庭

で
１
８
１
万
円
、
父
子
家
庭
で
３
６
０

万
円
、
こ
の
よ
う
な
救
済
政
策
と
し
て
、

『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
地
方
創
生
』

事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
営
学
習
塾
創

設
を
進
言
。
ひ
と
＝
将
来
な
ご
み
を
担

う
児
童
、
生
徒
、
高
校
生
を
対
象
と
す

る
。
し
ご
と
＝
講
師
、
塾
の
先
生
雇
用

の
場
を
生
む
。
地
方
創
生
事
業
の
特
色

が
出
せ
る
の
で
は
？

答
（
町
長
）
地
方
創
生
事
業
に
組
み

込
め
る
か
検
討
課
題
に
。

徹
底
解
明
こ
そ
が
議
会
人
と

し
て
の
責
務
！

問
平
成
22
年
８
月
㈱
肥
後
元
気
村
役

員
会
に
お
い
て
、
平
成
18
年
５
千
４
０

０
万
円
、
19
年
１
千
９
０
０
万
円
、
20

年
１
千
６
０
０
万
円
、
21
年
１
千
万
円

を
投
入
し
、
既
に
９
千
９
０
０
万
円
に

上
っ
て
い
る
と
の
（
当
時
）
副
町
長
の

井
上
国
雄
氏
の
発
言
と
執
行
側
提
示
額

と
の
差
額
は
最
大
で
１
億
６
千
８
９
５

万
円
、
最
小
で
も
４
千
６
１
５
万
円
あ

る
。
こ
の
公
金
額
の
相
違
を
解
明
す
る

た
め
、
書
類
証
票
、
帳
簿
類
す
べ
て
を

町
が
管
理
し
、
閲
覧
で
き
る
場
所
の
提

供
を
お
願
い
し
た
い
。

答
（
事
業
課
長
）
役
場
庁
舎
内
で
の

閲
覧
は
４
月
か
ら
可
能
で
あ
る
。

町
行
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
の
『
町

長
公
約
』
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
る
の
か
？
公
約
の
意
味
と
そ
の
重
要

性
及
び
政
治
的
責
任
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
町
長
）
首
長
の
責
任
と
し
て
、

重
要
な
指
針
・
目
標
は
ク
リ
ア
ー
に
向

か
っ
て
最
大
限
努
力
を
払
う
こ
と
が
責

務
で
あ
る
。

問
町
の
負
担
は
、わ
ず
か
で
済
む（
５

億
円
程
度
）
と
の
見
込
み
額
と
今
回
示

さ
れ
た
B
案
（
21
億
円
）
と
の
比
較
ギ

ャ
ッ
プ
を
ど
う
説
明
す
る
の
か
？

答
（
町
長
）
人
件
費
・
資
材
費
の
高

騰
に
よ
り
事
業
費
が
増
加
し
て
い
る
。

町
長
公
約
は
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い

が
、
す
で
に
破
綻
し
て
お
り
、
完
全
に

ア
ウ
ト
で
あ
る
。

　

町
民
か
ら
約
束
違
反
！
だ
と
言
わ
れ

て
も
仕
方
が
な
い
と
認
め
る
か
？

答
（
町
長
）
金
額
的
に
は
、
約
束
を

守
れ
て
い
な
い
。
数
字
を
オ
ー
バ
ー
し

て
い
る
の
は
認
め
る
。

問
基
本
設
計
に
地
震
発
生
確
率
の
想

定
が
全
然
入
っ
て
い
な
い
の
は
大
問
題
だ
。

答
（
町
長
）
遺
憾
に
思
う
。
申
し
訳

な
い
。

菊
水
地
区
学
校
建
設
に
つ
い
て
の

保
護
者
並
び
住
民
説
明
会
の
中
で
、
子

ど
も
達
の
安
心
・
安
全
か
ら
ラ
イ
ト
設

計
（
改
修
工
事
の
設
計
会
社
）
を
呼
ん

で
説
明
を
し
て
頂
き
た
い
と
の
意
見
が

あ
っ
た
が
伺
う
。

答
（
町
長
）
町
長
の
裁
量
権
で
呼
ば

な
い
。

問
町
民
の
方
々
、
議
会
の
承
認
を
得

よ
う
と
思
っ
て
な
い
の
か
？

答
（
町
長
）
そ
ん
な
こ
と
は
無
い
。

問
説
明
会
の
中
で
、
広
島
の
土
砂
災

害
を
例
え
て
、番
城
グ
ラ
ウ
ン
ド
は「
危

な
い
！
」
い
か
に
も
心
配
を
あ
お
る
発

言
（
町
長
自
身
）
を
さ
れ
た
が
、「
危

な
い
！
」
造
成
工
事
だ
っ
た
の
か
伺
う
。

答
（
建
設
課
長
）
大
規
模
開
発
は
、

県
庁
関
係
各
課
の
審
査
・
指
導
を
受
け

て
、
土
木
の
施
工
基
準
に
沿
っ
て
設
計

施
工
し
て
お
り
、「
安
全
！
」
で
あ
る
。

問
施
工
基
準
に
沿
っ
て
、
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
危
な
い
！
危
な

い
！
」
と
、
あ
お
る
事
は
不
適
切
だ
と

思
う
が
？

答
（
町
長
）
今
後
注
意
す
る
。

信
を
問
う
べ
き
で
は
？

問
和
水
町
が
和
む
た
め
に
は
、
自
ら

が
「
学
校
改
修
工
事
を
大
幅
に
削
減
で

き
る
と
思
っ
た
が
、
出
来
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
改
修
工
事
で
や
ら
せ
て
頂
き

た
い
」
と
信
を
問
う
べ
き
で
な
い
の
か
、

和
水
町
が
こ
の
ま
ま
二
分
す
る
こ
と
が

無
い
よ
う
に
、
英
断
す
べ
き
だ
と
思
う

が
？

答
（
町
長
）
意
見
と
し
て
、
承
る
。
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町
営『
学
習
塾
』の
創
設
を
提
言
。

検
討
課
題
に
。

小山　　曉議員池田龍之介議員

蒲池　恭一議員

町長

問

生
山
　
敬
之

新
人
議
員
➡
×
ベ
テ
ラ
ン
議
員

○
プ
ロ
議
員

　

２
月
12
日
、
熊
本
県
市
町
村
自
治
会
館

で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
26
年
度
・
町
村
新

議
員
研
修
会
」
に
参
加
し
て
き
た
。（
和

水
町
か
ら
は
、
池
田
・
森
・
生
山
の
３
名
）

　

内
容
は
、
議
員
必
携
を
も
と
に
議
会
の

制
度
と
運
営
に
つ
い
て
「
定
例
会
・
臨
時

会
」「
議
案
の
審
議
」「
発
言
」
と
、
主
に
三

つ
の
項
目
に
分
け
て
解
説
が
な
さ
れ
た
。

　

講
師
は
、
熊
本
県
町
村
議
会
議
長
会　

事
務
局
長
の
古
家
陽
介
氏
。
私
の
高
校
時

代
の
一
つ
上
の
先
輩
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

あ
る
意
味
で
も
緊
張
感
を
持
っ
て
研
修

に
臨
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

普
段
は
使
わ
な
い
よ
う
な
、
議
会
に
お

け
る
専
門
用
語
を
、
話
の
前
後
か
ら
意
味

を
汲
み
取
り
な
が
ら
一
つ
一
つ
の
丁
寧

な
解
説
に
耳
を
傾
け
た
。
予
習
は
し
て
き

た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
知
識

と
し
て
身
に
つ
い
て
い
な
い
事
を
実
感

し
た
。

　
「
反
省
す
る
ひ
ま
が
あ
っ
た
ら
勉
強
し

な
さ
い
」
と
、
誰
か
に
言
わ
れ
た
の
を
思

い
出
し
、
さ
ら
に
反
省
し
て
し
ま
っ
た
が
、

今
回
の
研
修
会
に
参
加
し
て
、“
新
人
だ

か
ら
”と
言
い
わ
け
に
す
る
よ
う
な
議
員

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
そ
の
た
め
に

も
、
知
識
、
経
験
、
見
識
を
も
っ
と
深
め

て
い
こ
う
と
自
分
自
身
と
約
束
を
し
た
。新議員研修の様子（市町村自治会館）

新
議
員
研
修
に
つ
い
て

町
長
公
約
は
破
綻
し
て
い
る
。

約
束
違
反
と
認
め
る
か
。

番
城
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

本
当
に「
危
な
い
！
」の
か
。

認
め
る
・
・
・
。

「
安
全
！
」で
あ
る
。

町長

建設課長

問

問

問
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